
生 物 （全3の1)

□ 細胞は細胞膜に包まれて周囲から独立したまとまりを作っている。また真核細胞内には生体膜に包まれたさまざまな細胞小

器官が見られ，それぞれ独自のはたらきを持っている。下の表はラットの肝細胞内に存在するおもな細胞小器官が占める体積

の相対値および細胞小器官を形作る各種膜の総面積の相対値を示したものである．以下の問いに答えよ。

問l 次のA~Eに示すような特徴を持つ細胞小器官の名称をそれぞれ答えよ。

A 表面にリボソームを結合しており，膜タンバク質を合成する

B カルシウムを蓄えて放出するはたらきがあり，細胞質のカルシウム濃度の調節に関わる

C 扁平な袋を数枚重ねたような形をした膜からなる

D 細胞周期の特定の時期に消失する

E 細胞内消化に関係する

問2 I個のラット肝細胞の中に1個の核と複数のリソソームが含まれると仮定する。リソソーム膜および核膜内膜をそれぞ

れ1枚の生体膜からなる球状の構造と考えたとき，リソソームの半径を1としたときの核膜内膜の半径の比を整数で求め

なさいまた，リソソームは細胞内におよ そいくつ存在すると考えられるか，整数で答えよ．

問3 ラット肝細胞では他の一般的な細胞と比べてゴルジ体膜が占める面積の相対値が大きいことが知られており，分泌タン

パク質の産生が活発に行われていることを示している。肝細胞で産生される分泌タンパク質の名称を 1 つ答えよ。

問4 ミトコンドリアは外膜と内膜からなる細胞小器官であるが，肝細胞のミトコンドリアにおいて外膜の膜面積の相対値よ

りも内膜の膜面積の相対値の方が4 倍以上大きい理由について 25 字以内で答えよ。

表

細胞小器官が占める体積の相対値 細胞小器官を形作る各種膜面積の相対値

細胞質ゾル 54 % 細胞膜 2% 

ミトコンドリア 22 % ミトコンドリア外膜 7% 

ミトコンドリア内膜 32 % 

粗面小胞体 9% 粗面小胞体膜 35 % 

滑面小胞体およびゴルジ体 6% 滑面小胞体膜 16 % 

ゴルジ体膜 7% 

核 6% 核膜内膜 0.2 % 

リソソーム 1% リソソーム膜 0.4 % 

ペルオキシソーム 1% ペルオキシソーム膜 0.4 % 

エンドソーム 1% エンドソーム膜 0.4 % 

m エンドウの草丈の高い純系と草丈の低い純系を親として交雑すると，雑種第一代凡はすべて草丈の高いものになる。

この凡を自家受精させて凡を得た。このF, をさらに自家受精させて応を得た。この自家受精を繰り返しおこなってい

くときに，ホモ接合体の期待される割合の変化をみる。

問1 F, においてヘテロ接合体の期待される割合を求めよ。

問2 F, においてヘテロ接合体の期待される割合を加としたとき，加とp ,, _, の関係式を求めよ。ただし，9バまn= 3, 

4, "'o 

問3 p,, をnを使って表せ。

問4 ヘテロ接合体の期待される割合が，はじめて 10 %より小さくなるときのnの値を求めよ。

問5 F, において，草丈の高い個体のうち，ヘテロ接合体の期待される割合を求めよ。
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